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 さむ～い冬はお家の中でごろごろしがち。ごろごろのお供に，読んでいると

お腹が空いてくる，食べ物の本はいかがですか。お腹が空いたら，本の中のお

料理をぜひ再現してみましょう♪ さあ，レッツ クッキング！ 

アニメに出てくる料理を食べたいと思ったことはありませんか？「ルパン三世 カリオスト

ロの城」で次元とルパンが食べたミートボールスパゲッティ。「ハウルの動く城」のベーコン

エッグ。「まんが日本昔ばなし」の大盛りのご飯。 

この本では『空想科学読本』の柳田理科雄と料理家のケンタロウがアニメの料理を科学面，

栄養面，料理法から真剣に考えながら再現します。この本によると，ルパンのスパゲッティ

の長さは 80cm もあり，それを茹でる鍋は野球のバットくらいの長さが必要であるとか。こう

いう事を真剣に話し合う二人が可笑しく，読み終えた時にはアニメの雑学まで身につくとい

うお得な一冊。 

『空想キッチン！』 596 ケ 

ケンタロウ，柳田理科雄／著 メディアファクトリー 

著者は，まんが好きの料理研究家。『ハチミツとクローバー』や『のだめカン

タービレ』など，フード描写のうまいまんが 30 作品をイメージしたお菓子のレ

シピはどれもキュート。フードからまんがを読み解いているエッセイや漫画家と

の対談も載った甘いだけじゃない，読みごたえのある一冊。気になるまんがを見

つけたり，好きなまんがのお菓子を作ったり，いろんな楽しみを見つけてみて。 

「はぐちゃん」に似た女の子の表紙イラストは羽海野チカの描きおろし。 

『まんがキッチン』596 フ 
福田里香／著 アスペクト  

http://www.niigatacitylib.jp/
http://www.niigatacitylib.jp/k/
mailto:nishikawa.cl@city.niigata.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1910（明治 43）年に生まれ，2008

年，魚沼市より「昔話語りの達人」と

して認定された佐藤ミヨキさん。ミヨ 

キさんが語った昔話やわらべ唄，生い立ち等を聞

き書きし，掲載した一冊。 

 「ざっと昔あったと」で始まる 52 の昔話。「に

ぎりめしゴロゴロ」，「坊さんとぼた餅」といった

食べ物の話や笑い話，動物昔話など，土地ことば

で語られる昔なつかしいお話の世界に浸ってみ

ませんか。 

野上千恵子さん（元 新潟県立高校 学校司書）

は岩室図書館の製本講座の講師としても活躍さ

れています。 

新潟の郷土料理といえば何を思い

つきますか？ 

この本では，新潟の食材やお料理

のレシピをたくさん紹介しています。

新潟の郷土料理の定番「のっぺ」も地 

域でこんなに違いがあるのか，と驚くことうけあい。

月岡温泉の地域では温泉卵をのっぺにのせるんです

って！ う～ん，おいしそう！ 

春夏秋冬の地域の行事と食についても書かれている

ので，調べ学習にもオススメ。 

越して来た町ですれ違う人たちが「3」と刷

られた紙袋を抱えていた。それは評判のサンドイッチ

屋の袋。そのおいしさは「僕には人生が変わってしま

うほどの味だった」。 

毎日通い，サンドイッチのことばかり考えていた主

人公が，なぜスープのことばかり考えるようになった

のか。サンドイッチ屋のご主人とその息子とのやりと

りから，その経緯を楽しんでみてください。 

サンドイッチとスープと映画をゆっくり味わいたい

お話。 

 ベッドで寝ながら菓子パンを食べ 

たり，ところてんは箸一本で食べるも 

のだと思っていたり。食生活って人そ 

れぞれだから・・・と思える常識の範

囲から少しずれたようなところにいる味音痴

の作者が，食べ物とその周辺のことについて書

いた可笑しなエッセイ。 

 なつかしの“苺専用スプーン”の話や，“麦

茶に砂糖を入れる”話はお家の人にもぜひして

みてください。 

 作者の本職は，実は和歌を作ること。短歌も

ぜひ。 

日時：１月１５日（日） 午前１０時～正午 

会場：西川学習館 ２階 和室 
定員：「かるた」小学１・２年生の部 先着１０人 

   「百人一首」小学３～６年生の部 先着１０人 

          中学生以上の部   先着１０人 

※希望があれば，小学１・２年生も百人一首に参加できます 

申込み・問合せ：西川図書館へ 

申込み締切り：１月１０日（火） 

大会 た る か 

西川図書館 

『にいがたのおかず』 
開港舎新潟編集室（高橋真理子）， 

新潟県食生活改善推進委員協議会／編 

開港舎   N596 ニ 

『君がいない夜のごはん』 
穂村弘／著 ＮＨＫ出版  914.6 ホ 

『ミヨキさんのざっと昔』 
野上千恵子，堀之内裕子，小熊延幸／編  

新潟日報事業社    N388 サ 

『それからはスープのこと 

ばかり考えて暮らした』913.6 ヨ 
吉田篤弘／著 暮らしの手帖社 


